
AIを活用した病理診断︓病気の撲
滅を助けるPath.ai 
PathAIは、診断と治療法の精度、速度、発見を向上させるテクノロジー
により、患者の転帰を改善させています。 

ビジネス ニーズ 
PathAIは、病理診断を変革することで、患者の転帰を改善させてい
ます。PathAIは、HPCハイブリッドクラウド プラットフォームでAIを活用
した病理診断を行っています。これにより、主観的で不均一だった分
析がより高精度になり、患者が最大限に精度の高い診断、効果的
な治療を受けられるようになり、すべての人により健康な未来がもた
らされます。 

ソリューションの概要 
• PowerEdge R750xa、R750xs、

DSS8440、R740xd、R640サーバー 

• ArcaStream PixStorソフトウェア 

• PowerVault ME4084ストレージ 

お客様のプロファイル 

HPC | 米国 

「テクノロジーによって、研究における病理診断
の重要な役割とこれからの臨床医学に大きな変
革がもたらされています。そのため、拡張性を備
え、病理診断の未来を切り開くことができる、デ
ル・テクノロジーズのソリューションが必要になりま
した。」 

Andy Beck氏 
PathAI、CEO兼共同創業者 

ビジネス上の成果 
• オンプレミスのHPCで、パブリッククラウドと比較して処
理速度が3～4倍高速化 

• 運用コストが大幅に低減 

• 24時間365日のGPUアクセスと運用性を実現 

• 将来の拡大に備えた拡張性を確保 
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https://www.pathai.com/


PathAIは、患者の転帰を改善させるというミッションを掲げていま
す。同社は、医学のGround truth（グランドトゥルース）を得るた
めの病理診断に注力しています。PathAIは病理診断に変革をも
たらし、患者がより精度の高い診断、効果的な治療を受けられる
ように、より詳細にわたる客観的で精度の高いアプローチを確立し
ようとしています。それが、最先端のDell HPCシステムで実現され
たAI活用型の病理診断であり、革新的なコンピテンシーを発揮し
て、すべての人により健康な未来をもたらすことを目指しています。 

PathAIは、AIを活用した病理診断により、診断精度や治療効
果を向上させ、新薬開発を推進して、がんやその他の重大な疾
病への対策など、医療の大きな課題の解決に役立てています。
PathAIでは先頃、デル・テクノロジーズが設計、提供するテクノロ
ジーへとアップグレードし、AIを活用した病理診断の機能をコスト
効率よく拡張するため、パブリッククラウドからハイブリッドクラウドの
HPC環境へと移行しました。HPCシステムにより、処理速度が3
～4倍高速になり、24時間365日瞬時にアクセスできるようにな
り、運用コストが減少するなど、運用効率が大幅に改善されてい
ます。このようなパフォーマンスの向上により、患者やライフサイエン
ス企業に、より正確な結果をより迅速に届けられるようになります。
これは、時間的制約のある健康上の懸念に対応する際には非常
に重要なことです。 

米国マサチューセッツ州ボストンを拠点とするPathAIは、病理診
断を次の段階へと進め、患者の診断と新薬開発に役立てられ
るよう、AIを活用した研究用ツールとサービスを提供しています。
PathAIは業界をリードするライフサイエンス企業や研究者と連携
し、医療の精度と結果の向上に努めていますが、PathAIのツール
キットを実現するうえでデル・テクノロジーズとインテルが重要な役割
を果たしています。 

病理診断の次のフロンティア 
患者として重大な疾病と向き合うのは、簡単なことではありませ
ん。治療の可能性が高まることが助けとなり、病理診断がその要
です。病理診断が用いられるのは、通常の手法や症状だけでは
医師が対応しきれず、最終診断を下すには患者の組織サンプル
を調べる必要がある場合です。病理医による分析は、患者の次の
治療方針を判断するうえで最も重要な診断情報となるため、適
切に行うことが非常に重要です。高度な病理診断により、患者1
人ひとりが適切な診断を受け、推奨治療を受けやすくなり、病気
が治る可能性が高まります。 

同時に、病理診断は改善と未開拓の可能性に満ちています。こ
れまでは、組織サンプルの分析には手作業による病理診断が用い
られてきました。その方法には主観が伴い、一貫性を欠くため、診
断や医薬品開発にマイナスの影響が及ぶ可能性があります。 

また、組織サンプルは情報密度が高く、さまざまな組織領域に膨
大な数の細胞と多種多様な細胞型が収まっています。病理医が
処理できるのはそうした細胞のごく一部分だけであり、それにも長い
時間がかかります。 

AIとディープ ラーニングのシステムを使用すれば、幅広いグローバル
な知識をもとに、組織サンプルのすべての側面や構成要素を迅速
かつ正確に分類できます。AIを活用した病理診断では、構造化さ
れた形式のデータが病理医や研究者に提供されるため、より精度
の高い診断や疾病の生物学的理解の深化に役立ちます。AIを
活用した病理診断は、病理医や研究者に構造化されたフォーマッ
トでデータを提供し、より正確な診断や疾患の生物学的理解に
役立ちます。「どのサンプルにも、人間が処理できるよりはるかに多
くの情報が含まれています」と、PathAIのCEO兼共同創業者で
あるAndy Beck氏は言います。「テクノロジーによって、研究におけ
る病理診断の重要な役割とこれからの臨床医学に大きな変革が
もたらされています。そのため、拡張性を備え、病理診断の未来を
切り開くことができる、デル・テクノロジーズのソリューションが必要に
なりました。」 

病理診断の変革におけるテクノロジーの
役割 
病理診断の未来を語るうえで、テクノロジーが果たす役割を無視
することはできません。病理診断の大規模な変革に備えるための
大きな課題の多くは、大規模なデータセットに基づいており、それ
らのデータを保存し、移動して、信頼できる予測可能な方法で学
びます。これは、情報密度の高い各組織サンプルの中で、テクノロ
ジーが1サンプルあたり数十万個の細胞を分析するために個々の
細胞をイメージングするためです。その結果、非常に大規模なモデ
ルやアルゴリズムのトレーニングを行うための膨大なデータセットを確
実かつ迅速に処理する必要が生じます。 

アルゴリズムのトレーニング︓PathAIは世界中の数百人もの病
理医と連携し、その専門知識を活用してアルゴリズムのトレーニン
グを行っています。病理医たちは事例を提供し、合計すると膨大
な数となる事例が、システムのトレーニングに役立てられています。
大規模なトレーニングによって大きな可能性が開けますが、同時に
コンピューティングに大きな課題が生じます。 

アルゴリズムの導入︓トレーニングが済んだアルゴリズムは、実際
の環境に導入します。導入では、画像の各部位を分析してパター
ン認識と識別を行います。導入の規模が拡大すると、サンプルごと
に分析の必要があるオブジェクトの数が増え、1日あたり数十万も
のサンプルを処理する必要があります。大規模に導入することで大
きな可能性が生まれますが、コンピューティングの課題も大きくなり
ます。 

こうしたコンピューティングの需要に応えられる適切なシステムを設
計することが不可欠です。PathAIでは、主に2つの理由からアップ
グレードが必要でした。第1に、パブリッククラウドのみを使用するこ
とは、特に大規模なスケーリングに直面した場合、コストの面で困
難でした。第2に、クラウドでは大規模なジョブの実行にGPUを常
時使用できるわけではなく、オンデマンドで顧客向けのインサイトを
生成するPathAIの能力に制限がありました。そのため、PathAIは
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自社でHPCクラスターを構築することを決めました。「デル・テクノロ
ジーズのHPCソリューションにより、ジョブの実行がクラウドと比較して
3～4倍高速になりました。しかも、GPU容量を24時間365日オン
デマンドで使用できます。コストを管理できるようになり、将来の規
模の拡大にも対応できるようになりました」とPathAIのエンジニアリン
グおよびセキュリティ担当VPであるDon OʼNeill氏は述べています。 

ハイブリッドクラウドへの移行 
6年前のサービス開始以来、PathAIはパブリッククラウドを使用して
きました。そのため、パブリッククラウドからハイブリッドクラウド環境への
移行を検討するのは一大事でした。現在、新しいHPCシステムを
導入したPathAIでは、データセンター クラスターとクラウドの両方で
ジョブを実行することができ、両者の間に専用リンクが用意されてい
ます。 

「ハイブリッドクラウドへの移行では学ぶべきことがたくさんありました。
Dellからは大きな支援をいただき、Dellが持つHPCの専門技術は
貴重なものでした。その後、新しい環境でワークロードの実行を始め
てからは、パフォーマンスに本当に感動しました」とOʼNeill氏は言い
ました。「当社のコア ビジネスを考えると、ハイブリッドクラウドの方が
経済的です。また、今回明らかになりましたが、ビジネスの観点から
も、専用のリソースを持つことは合理的です。24時間365日使用す
ることができ、低コストで済むうえ、スピードも非常に高速です。これ
が当社独自の強みとなっています。」 

デル・テクノロジーズとの連携により、PathAIは超高速のストレー
ジ階層にデータを保存するソリューションを見つけることができ、イ
ンテル® Xeon® スケーラブル・プロセッサー・ファミリーを搭載した
PowerEdgeサーバーにストレージのデータを移動して、トレーニング
と推論をこれまでよりも高速で行えるようになりました。PathAIでは、
大量のデータをGPUに移動するために100 ギガビット ネットワークを
導入しています。「クラウドで処理を高速化するためにあらゆる手段
を試しましたが、私たちの用途には適していませんでした」とOʼNeill
氏は言います。 

「デル・テクノロジーズのHPCソリューション
により、ジョブの実行がパブリッククラウドと
比較して3～4倍高速になりました。」 

Don O'Neill氏 
PathAI、エンジニアリングおよびセキュリティ担当VP 

重要なのは患者の転帰の改善 
インテル® プロセッサーを搭載したPathAIのプラットフォームは、人々
の健康状態の改善に役立つ高度なテクノロジーの理想的な例
です。患者の転帰の改善を考えれば、テクノロジーのスピードとパ
フォーマンスも重要です。一例を挙げると、PathAIは臨床試験の終
了時に、その治療法によって良好な患者の転帰がもたらされるか
どうかに関するインサイトの生成を依頼されました。PathAIは記録
的な速さでこのインサイトを提供しました。「当社のデータセンターで
HPCクラスターを使用できなければ、短時間でこのようなインサイト
を提供することはできなかっただろうと思います。システムの準備は万
全で、24時間365日使用することができ、以前よりも大幅に高速に
なっています。人の命にかかわることですから、この結果は非常に重
要です」とOʼNeill氏は言います。 

PathAIの今後PathAIクラスターは今後も成長を続ける予定です。
「現時点では、追加のGPUを導入しているところです。この容量を
すぐにオンラインで利用できるようになればと思っています。パフォーマ
ンスが向上しただけでなく、今後2年は容量を追加する必要がなく
なりました」とBeck氏は言います。「そして、パブリッククラウドを使用
するよりも、ずっと効率的で迅速な運用ができるようになりました。想
定よりもさらにコストが抑えられ、ROIも優れています。Dellの専門
技術と協力体制は私たちにとって、これまでもこれからも大きな価値
があるものです。」 
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